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交通のご案内
■電車利用／ＪＲ根岸線・市営地下鉄線「桜木町」駅下車徒歩１５分／みなとみらい線「み
なとみらい」駅下車徒歩２０分／京浜急行「日ノ出町」駅下車徒歩１８分（タクシー利用
は各駅共約５分）■バス利用／戸部１丁目（市営バス１０３、２９２系統）下車徒歩５分
／紅葉坂（市営バス８、２６、５８、１０１、１０５、１０６系統／神奈中バス横４３、横４４、
港６１系統／江ノ電バス大船駅行、栗木行、京急バス１１０系統）下車徒歩１０分
※駐車場はございませんので、ご来場の際には電車・バスをご利用下さい。※内容・出演
者に変更がある場合がございます。あらかじめご了承下さい。※会場への飲食物の持ち込
みはご遠慮下さい。※お買い求めいただいたチケットは公演中止の場合を除き、変更払い
戻しはいたしません。※公演中止の場合に旅費等の補償はできません。チケット券面額以
外は一切ご返金できません。
　〒２２０-００４４ 横浜市西区紅葉ヶ丘２７-２　tel:045-263-3055　
http://www.ynt.yaf.or.jp
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チケット料金：Ｓ席：7,000 円　Ａ席：6,000 円　Ｂ席：5,000 円

チケット発売：７月１５日（土）正午より（初日は電話・WEBのみ）
※電話予約開始日にチケットが売り切れた場合、窓口での販売はありません。

お申込み・お問合せ： 横浜能楽堂　045－263－3055

 〒220－0044　横浜市西区紅葉ヶ丘 27－2

 http://www.ynt.yaf.or.jp

主催　横浜能楽堂（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）

特別協力　華道家元池坊

平成２９年度文化庁劇場・音楽堂等活性化事業

脇屋友詞シェフがオーナーを務める「トゥーランドット游
仙境」、石鍋裕シェフがプロデュースするフランス料理の名
店「クイーン・アリス」でお食事をお召し上がりいただい
た後、横浜能楽堂にて公演鑑賞いただくチケットをご紹介
します。横浜ベイホテル東急から横浜能楽堂までお車で
お送りしますので、ゆっくりとお食事をお楽しみいただけ
ます。公演鑑賞前に優雅なひとときをお過ごしください。

横浜ベイホテル東急　中国料理「トゥーランドット游仙境」フランス料理「クイーン・アリス」
お食事付きチケットのご案内【各回限定 28名様】

【料金】各回ともチケット代・お食事代込み
（税・サービス料込）

一般価格：
S席：11,500 円　A 席：10,500 円　B席：9,500 円
【開催日・開催場所】
１１月２３日（木・祝）第２回「トゥーランドット游仙境」
１月１３日（土）第３回「クイーン・アリス」

いけばな：池坊専好（華道家元池坊次期家元）

第１回「菊」
平成２９年10月２８日（土）
開場：午後１時　開演：午後２時

能「菊慈童 酈縣山」（観世流）梅若玄祥
第２回「紅葉」
平成２９年１１月２３日（木・祝）
開場：午後１時　開演：午後２時

能「紅葉狩 紅葉ノ舞 群鬼ノ伝」（金春流）金春安明
第３回「牡丹」
平成３０年１月１３日（土）
開場：午後１時　開演：午後２時

能「石橋 大獅子」（観世流）片山九郎右衛門
第４回「梅」
平成３０年２月１０日（土）
開場：午後１時　開演：午後２時

能「東北」（観世流）大槻文藏
第５回「桜」
平成３０年３月１０日（土）
開場：午後１時　開演：午後２時

能「泰山府君」（金剛流）金剛永謹

〔復曲〕

※友の会会員の方は割引がございます。※お食事付きプランは電話または窓口でのみ販売いたします。［詳細については横浜能楽堂までお問い合わせください。］



池坊専慶が花の名手として初めて歴

史上に登場してから５５５年の節目

を迎える２０１７年。５５５年に因み、

５つの「花」に関係する能を上演し、

次期家元の四代目池坊専好が舞台

を「花」で彩る。辺り一面満開の

桜も、作り物の立木一本で表現され、

生花を使うことはごく限られた機会

のみである能にどのような効果をも

たらすだろうか。室町時代に大きく

発展した「能」と「いけばな」。「花」

という共通のキーワードを持つ近し

い存在でありながら、その交流が非

常に限られてきた両者が新たな「花」

を創造する。

池坊専好（華道家元池坊次期家元）
小野妹子を道祖として仰ぎ、室町時代にその理念

を確立させた華道家元池坊の次期家元。京都にあ

る紫雲山頂法寺(六角堂)の副住職。いのちをいか

すという池坊いけばなの精神に基づく多彩な活動

を展開。2013年にはハーバード大学においてワー

クショップを、またニューヨーク国連本部において

世界平和を祈念し献花を行った。アイスランド共和

国名誉領事。京都工芸繊維大学大学院工芸科学研

究科博士後期課程修了。学習院女子大学客員教

授。立命館大学客員教授。

横浜能楽堂企画公演

能の花　能を彩る花

第１回 「菊」
平成２９年１０月２８日（土）
午後２時開演

菊の咲く仙境で七百年の間、少年のまま
生きてきた慈童。周の穆王から賜った枕
の妙文と菊の水の功徳を称え舞います。
五節句の一つ「重陽の節句」と関係の深
い菊。長寿と家族繁栄をもたらす花とし
て、また高貴さの象徴として古来より尊ば
れてきました。

　 復曲

能「菊慈童 酈縣山」（観世流）
シテ（慈童） 梅若　玄祥
ワキ（魏の文帝の臣下） 森　　常好
ワキツレ（周の穆王の官人） 森　常太郎
ワキツレ（輿舁） 髙井　松男
ワキツレ（輿舁） 梅村　昌功
ワキツレ（魏の文帝の臣下） 則久　英志
アイ（菊花の精） 石田　幸雄

笛　： 一噌　隆之
小鼓： 鵜澤洋太郎
大鼓： 安福　光雄
太鼓： 大川　典良
後見： 梅若長左衛門　山崎　正道
 小田切康陽
地謡： 梅若　紀彰　松山　隆雄
 角当　直隆　松山　隆之
 川口　晃平　内藤　幸雄
 河本　　望　梅若雄一郎

第2回 「紅葉」
平成２９年１１月２３日（木・祝）
午後２時開演

戸隠山の山中で紅葉狩を楽しむ上臈た
ちは、実は鬼でした。平維茂は激闘の末、
鬼を退治します。
秋の風物詩ともいえる紅葉狩。万葉集の
時代から人 は々木々が紅葉（黄葉）する様
を錦に例えて愛で、文芸など様々なもの
に、その美しさを描写してきました。

能「紅葉狩 紅葉ノ舞 群鬼ノ伝」（金春流）
シテ（女・鬼女） 金春　安明
ツレ（侍女） 金春　憲和
ツレ（鬼女） 井上　貴覚
ツレ（侍女・鬼女） 辻井　八郎
ツレ（侍女・鬼女） 本田　芳樹
ワキ（平維茂） 髙井　松男
ワキツレ（従者） 大日方　寛
ワキツレ（勢子） 野口　琢弘
ワキツレ（勢子） 吉田　祐一
アイ（女） 茂山　　茂
アイ（末社ノ神） 茂山千五郎

笛　： 一噌　幸弘
小鼓： 古賀　裕己
大鼓： 柿原　光博
太鼓： 梶谷　英樹
後見： 山中　一馬　政木　哲司
地謡： 本田　光洋　髙橋　　忍
 山井　綱雄　本田布由樹
 中村　昌弘　渡辺　慎一
 後藤　和也　鎌田　氏勝

第3回 「牡丹」
平成３０年1月13日（土）
午後２時開演

文殊菩薩が住むという清涼山にかかる
石橋。そこに現れた霊獣・獅子は、山一面
に咲く紅白の牡丹に戯れ舞い遊びます。
百獣の王と言われる獅子と百花の王と呼
ばれる牡丹。中世の頃より獅子と牡丹は
強さと美しさ、また吉祥の象徴の図柄とし
て、好んで用いられてきました。

能「石橋 大獅子」（観世流）
シテ（童子・白獅子） 片山九郎右衛門
ツレ（赤獅子） 片山　清愛
ワキ（寂昭法師） 森　　常好
アイ（仙人） 深田　博治

笛　： 杉　信太朗
小鼓： 成田　達志
大鼓： 亀井　広忠
太鼓： 観世　元伯
後見： 青木　道喜　分林　道治
 梅田　嘉宏
地謡： 山崎　正道　観世　喜正
 古橋　正邦　味方　　玄
 角当　直隆　坂　真太郎
 川口　晃平　内藤　幸雄

第4回 「梅」
平成３０年２月１０日（土）
午後２時開演

都・東北院に可憐に咲く、和泉式部が植
えた梅。和泉式部の霊は和歌の徳を称
え、昔を思い舞を舞います。
奈良時代に中国から輸入された梅は、寒
中に咲く清楚な花の美しさだけでなく、芳
しい香りが人々に好まれ、「春告草」「匂
草」など様 な々異称で呼ばれてきました。

能「東北」（観世流）
シテ（女・和泉式部） 大槻　文藏
ワキ（旅僧） 福王　和幸
ワキツレ（従僧） 村瀨　　提
ワキツレ（従僧） 村瀨　　慧
アイ（門前の者） 山本泰太郎

笛　： 松田　弘之
小鼓： 横山　晴明
大鼓： 柿原　崇志
後見： 武富　康之　大槻　裕一
地謡： 阿部　信之　浅見　重好
 下平　克宏　泉　雅一郎
 北浪　貴裕　小檜山浩二
 新江　和人　金子　聡哉

第5回 「桜」
平成３０年３月１０日（土）
午後２時開演

桜の美しさに惹かれた天人は一枝を持
ち去りますが、泰山府君が現れ、枝を木
に戻し、短い桜の命を延ばします。
花見と言えば「桜」をさすほど日本人に馴
染みの深い花。春の訪れとともに華やか
に咲き誇り、はかなく散る桜に、人々は
様 な々思いを重ねてきました。

能「泰山府君」（金剛流）
シテ（天女・泰山府君） 金剛　永謹
ツレ（天女） 金剛　龍謹
ワキ（桜町中納言） 森　　常好
アイ（花守） 高野　和憲

笛　： 竹市　　学
小鼓： 曽和　正博
大鼓： 國川　　純
太鼓： 林　雄一郎
後見： 廣田　幸稔　豊嶋　幸洋
 熊谷　伸一
地謡： 松野　恭憲　宇髙　通成
　　　豊嶋　晃嗣　山田　純夫
　　　宇髙　竜成　坂本立津朗
　　　元吉　正巳　工藤　　寛


